
平成20年度 「全国学力 0学習状況調査」の結果から

倉吉市教育委員会

《保護者のみなさまへ》

「全国学力・ 学習状況調査」 は、学力を把握するための学力調査 と、学力の

背景にある学習・ 生活状況 を把握するための質問紙調査で構成 されています。

倉吉市の小中学校では、本調査の結果について以下の資料を返却 します。

1 個人に関するもの

①学力調査に関する個人票 (文 部科学省作成 )

②質問紙調査に関する個人票 (倉 吉市教育委員会作成 )

2 市全体に関するもの

③本資料 (倉 吉市教育委員会作成 )

「学力・ 学習状況調査」 の結果 を活用

なが ら、学力 の向上や豊 かな心 の育成 、

いきた いと考 え ます。

して、学校 と家庭 、地域社会が連携 し

規則正 しい生活習慣 の定着 をめざ して

学力調査の結果の概要 (倉吉市 平均正答率の結果)

2～ 3ペ ーンに
問題例を掲載 し
ています。

国語A(知 識・ 技能に関する問題 )

国語 B(活 用に関する問題 )

算数A(知 識・ 技能に関する問題 )

A(知 識・ 技能に関する間

算数 B(活 用に関する問題 )

学 B(活 用に関する問題 )

全 国平均 を上 回 つて い ます。

全 国平均 をやや上 回 つて い ます。

全 国平均 とほぼ 同等 です。

全 国平 均 とほぼ 同等 で す。

全 国平均 とほ ぼ 同等 です。

全 国平均 を上 回 つて い ます。

全 国平均 をやや上 回 つて い ます。

全 国平均 を上 回 つて い ます。

〈

〈
小 6

中 3

小 6

中 3

〈1:

〈中3

※ A問 題 (基礎)と 比較 して B問題 (活 用)の 方が 平均正答率が低 くなっている状

況にあ ります。これは全国的な傾向です。

― ■ ―



小 6 算数 正 解 1と 4

下にあげた4つの式で,(り は,0でないlo■ ピ数を表しています。
計 算 の 答 え が 呵動 の 表 す 数 よ り大 き 〈な る もの を,下 の 1か ら 4ま で

の 中 か らす べ て 選 ん で , そ の 番 号 を書 き ま しょ う。

1 鰺 × l.2

2 凸琲 XO.7

3 ё ■ l.3

4 囃愉■0.8

※ 全国の平均正答率は約 45%で した

が、倉吉市全体の正答率は全国と比較

してかなり高 く、また、全ての小学校

で正答率が全国平均を上回つていた問

題です。

中 3 国語

※「漢字の読み書き」

に関する基本的な問

題です。

倉吉市全体の正答

率は、この 6間全て

において全国平均を

上回つており、全て

の中学校が全国平均

より高い正答率でし

た。
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書f出 さ ん は , 次 ′,P・l題 を 考 え て ヽヽ ます .

問 題

小 6 国語

※ 資料に書かれてい

る情報を読み取る間

題です。

倉吉市全体の正答

率は全国平均よりか

なり高い結果となつ

ていますが、情報を

読み取る力にはやや

課題があることがわ

かりました。

【 正解 】
ア 金 (曜 日)

イ 午後人 (時 )

購読書相談El
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中3 数学

※ 図形の合同を証明する

一般的な問題です。

全国の平均正答率は約

43%で したが、倉吉市

全体の正答率は全国 と比

較 してかな り高 く、全て

の中学校で全国平均を上

回 りま した。

何 も解答 しない生徒 も

全国と比較 してかな り少

な くなつていま した。

【 正解 】
合同の証明が適切なもの

Fσ,図 1の よ う ,こ  ∠ Xく,Y´)i7JC)Xと う″()Y 「■|こ  (>A-OBと な る

よ う に 点 Aと 点 13を  C)(,-01)と な る よ う に 点 Cと 点 1)を  そ オtぞ れ

と り まう ′,

メ■Aと ,■ 1)メ■ 13と 」icを そ オこぞ オιネれ ヽヽ と き  AD=BCと な る こ と
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ば よ ぃ 。

◇  図 1の ,A tt Dと ハ BOCを 見 や す くす る た め に ,2つ の 図 に 分 け

て , イ兵 /1~を 表 ‐|と  ■ヾ の よ う に な る 。

(2)前 ベ ー ジの問題 で,Al)=13Cと なるこ とをユlilり]し な さい。
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児童生徒質問紙調査の結果を基に
学 力 との関係 が

強 い と考 え られ

る質 問の うち、

6項 目を選んで

掲 載 して い ま

す。
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※本調査よ り、「朝食 を毎 日食べる」

らいの時刻に寝た り起きた りする」

田国□国口 ことが明らかになつた。

特に、

※基本的生活習慣は、学習習慣 (家庭学習の取組等 ) にも関係しており、翻劇ml

と考えられる。

「学校への持ち物を確認する」「毎日同じく

などの困困□目日固旧■国圏圏■回固図圏

基本的生活習慣に関 して、今年度の本調査における倉吉市の状況はどうでしょうか ?

※グラフの読み取り方は、別紙「参考資料 (1)」 を参考にしてください。

児童生徒質問紙調査項 目 (1) ☆「質問紙に関する個人票」質問項目No.1参照
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,毎 日朝食をきちんと食べ

ることと学力との関係は

強いと考えられます。

・朝食を全く食べない子ど

もは、中学校で 3名 、小

学校はなしという結果で

した。

・この子たちが 3年前に回

答 した県基礎学力調査の

結果と比較すると、朝食

をきちんと食べることに

ついては、小中学校とも

に 3～ 4%程度良い方向

に変化 していました。

DCBA

選択肢を回答 した割合
小学校 6年生 中学校 3年生

全国 (%) 倉吉 (96) 全国 (%) 倉吉 (%)

A している 87.■ 87.5 8■ .■ 88.0

B どちらかといえばしている 8.3 8.9 10.8 8.1

C あまりしていない 3.7 3.6 5.8 3.2

D 全 くして いな L 0.8 0.0 2.3 0.6
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児童生徒質問紙調査項 目 (2) ☆「質問紙に関する個人票」質問項目No ll参 照
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口学校へ持つていくものを

きちんと確認することと

学力との関係は強いと考

えられます。

・全国との比較では、小学

校で否定的な回答がやや

多く見られました。

・この子たちが 3年前に回

答 した県基礎学力調査の

結果と比較すると、きち

んと確かめることについ

て、小学校ではほとんど

変化はありませんが、中

学校ではやや良くない方

向へ変化していました。

DCBA

右のグラフは、基本的生活習慣 (上 記以外に「規則正
しい就寝時刻かどうか」を含む)の質問項目について、

「A:全ての質問に肯定的に回答」
「B:全ての質問に否定的に回答」

した児童生徒のそれぞれの学力調査結果の分布を示 した
ものです。
基本的生活習慣が身についていると回答 した児童生徒

の方が、学力調査で概ね良い結果となっています。

これ らのことから、国がまとめている「基本的生活習
慣と学力とは関係が強い」との考えは、倉吉市の結果か
らも言えることではないかと考えています。

もちろん、基本的生活習慣が身につくことは、学力の

面のみならず、子どもの健全な成長にとって重要なこと
だと考えています。
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選択肢を回答 した割合
小学校 6年生 中学校 3年生

全国 (%) 倉吉 (,6) 全国 (%) 倉吉 (%)

A している 63.8 55.6 64.4 6■ .3

B どちらかといえばしている 2■ .5 2■ .4 ■8.9 2■ .6

C あまりしていない ■l.2 ■9.2 ■0.6 ■■.3

D 全 く して いなし 3.4 3.8 6.0 5.8

～家庭のみなさんの協力が不可欠です～
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では・・・ 家庭生活の状況については どうで しょうか ?

児童生徒質問紙調査項目 (22) ☆「質問紙に関する個人票」質問項目No 10参照
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・学校でのできごとについて家の人

(兄姉弟妹を除く)と話をするこ

とと学力との関係は強いと考えら
れます。

・児童生徒の回答状況は、全国と比

較 してほとんど変わりません。

口他の質問との関係では、
「家で学校の宿題をする」
「自分で計画をたてて学習する」
との関連が強く、特に
「自分には良いところがある」
との関連が強い傾向があります。

↓
子どもの話をじつくりと聞いてや
ることで、自尊感情も育つていく
のではと考えられます。

児童生徒質問紙調査項目 (13) ☆「質問紙に関する個人票」質問項目No.8参照

選択肢を回答 した割合
小学校 6年生 中学校 3年生

全国 (%) 倉吉 (%) 全国 (0/6) 倉吉 (%)

A している 38.7 35.5 25。 9 28.2

B どちらかといえばしている 30.5 34.2 32.0 30.3

C あまりしていない 22.2 23.4 28.■ 3■ .0

D 全 くしていな t 8.5 6.9 ■3.8

・ 1日 のゲーム時間が 2時間を超え

ると、学力面に影響が出てきてい

ると言えそうです。

・児童生徒の回答状況は、全国と比

較 して、小中学校ともにゲームを

する時間は短い傾向です。

・他の質問との関係では、
「家で学校の宿題をする」

との関連が強い傾向があります。

・「睡眠時間が 7時間未満」と回答

している児童生徒について、その

中の約 65%が 「テレビゲームを

毎日3時間以上 している」と回答

していました。
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■
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一

選択肢を回答した割合
小学校 6年生 中学校 3年生

全国 (%) 倉吉 (%) 全国 (%) 倉吉 (%)

A 全 くしなし ■7.5 20.8 30.7

B l時 間未満 34.6

C l時 間以上、 2時間未満 ■8.5 ■7.5

D 2時間以よ、3時間未満 ■2.0 ■0.0

E 3時 間以上、 4時間未満 6.3 5.3

F 4時 間以上 5.6 3.6 5.2
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児童生徒質問紙調査項 目 (26) ☆「質問紙に関する個人票」質問項 目No 26参照
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・文部科学省のまとめでも、家で宿

題をすることと学力との間には強
い関係があるとの分析がなされて

います。

・全国平均と比較して、小学校では

ほぼ同じ結果ですが、中学校では

やや良い反応を示しています。

・他の質問との関係では、
「家での学習時間」
「自分で計画を立て勉強する」
「テス トで間違つたところを勉強

する」

など、学習に関することとの関連

が強い傾向があります。

DCI B

また、学校生活 との関連 については どうで しょうか ?

児童生徒質問紙調査項 目 (34) ☆「質問紙に関する個人票」質問項 目No 17参照

選択肢を回答 した割合
小学校 6年生 中学校 3年生

全国 (%) 倉吉 (0/6) 全国 (%) 倉吉 (%)

A している 83.5 84.2 53.8 63.7

B どちらかといえばしている ■■.7 ■2.■ 27.6 25.4

C あまりしていない 3.■ ■2.8

D 全くしていなし 5.7 3.0

・学校のきまりをきちんと守つてい

る児童生徒ほど学力が身について

いる傾向が見られます。

・全国平均と比較して、小学校では

ほぼ同じ結果ですが、中学校では

やや良い反応を示しています。

・他の質問との関係では、

「難 しいことでも失敗をおそれな

いで挑戦する」

「携帯電話で通話やメールをする」

との関連が強い傾向があります。

■00

80

60

40

20

0

DCBA

選択肢を国答した割合
小学校 6年生 中学校 3年生

全国 (%) 倉吉 (%) 全国 (%) 倉吉 (%)

A している 83.5 84.2 53.8 63.7

B どちらかといえばしている ■■.7 ■2.■ 27.6 25.4

C あまりしていなし 3.7 3.■ ■2.8

D 全くしていなし
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※ 昨年度、全国学力・学習状況調査の結果を受け、各家庭で気をつけていただき

たいこととして、以下の 10項目をお願いしました。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

⑨

⑩

べましょう !

ましょう !

持ちま しょう !

読みましょう !

1回歴ヨ日理回ヨロとりましょう!

けましょう !

ましょう !

ましょう !

回謡園甕団田■目剖目涎国■国目□使いましょう!

育みましょう :

「基本的な生活習慣」と

割だと考えます。

づくりは、それぞれが家庭の役

今年度の結果も昨年度とほぼ同様の状況が見 られたことから、子どもたちの「確

かな学力・豊かな心」を育むため、上記①～⑩のことに関 しては、家庭において

これからも継続 した取組みをお願いします。

※ 本調査におきましては、本市の子どもたちの学力は、全国平均をほぼ上回つて

いま した。 しか し、調査結果はあくまでも「国語」「算数・数学」の 2教科に限

定されたものであり、学力の特定の一部分を示 しているものに過ぎません。本市

では、今後も、小中学校で学習する全教科・全領域で教育水準を高めていく教育

活動を進めてまいりたいと考えております。

また、児童生徒質問紙調査の結果から、「家庭学習での復習」「学校以外での自

然・生活体験」など、改善 しなければならない課題があることもわか りました。

教育委員会としましては、今後とも学校と家庭、さらには地域社会が しつか り

と連携 し、本市の子どもの良さと課題を共有 し、子どもたちの有 している能力が

最大限発揮され、豊かな心とた くましく生きる力をもつ子どもの育成に努めてま

いりたいと考えております。

皆様のご理解 “ご協力をよろし

なお、わからないことや不

安なことがありましたら、学

校または教育委員会にご連絡

ください。

「家庭での学習環境」

くお願 いいた します。

倉吉市教育委員会学校教育課

〒 682-8611 倉吉市葵町722
TEL 22-8166
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【参考 資料 1】

※ この 「箱 ひ げ図」 とは、平均正答率だ け

るために適 した図であ り、文部科学省 がま

以下 に、児童 生徒質 問紙調 査項 目 (15

では示せない集団の分布の形状を視覚的に確認す
とめた資料 に も活用 されて い るものです

)

④ その選択肢 を選 んだ倉吉

市の全児童生徒 の うち、

平均正答率が中間の50%
に位置す る者 の分布 を示

します。

の集計結果を基に、

②縦軸は正答率 (得点)を示 しています。

なお、ここで示 している正答率とは、「国語A・ B」 「算数/数学A:B」 全ての問題に対し

て何%正解できたかを示 したものです。

■4130

①小学校 6年生、中学校 3年生 (倉吉市)全
ての結果を一つにまとめた資料です。

⑥その選択肢を選んだ倉

吉市の全児童生徒の平

均正答率を示 します。

選択肢を回答 した割合
小学校 6年生 中学校 3年生

全 国 (%) 倉吉 (%) 全国 (%) 倉吉 (%)

A 持つていない 68.4 83_9 38。 ■ 73.7

B 全 〈、またはほとんどしていない 5。 9 5.■ 4_7 3.0

C ときどきしている ■3.8 9.6 2■ .9 ■3_5

D ほぼ毎日している ■■.5 ■.■ 35.2 9.8
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図の見方 につ いて説 明 します。
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【参考資料 2】

全国平均と比較して、肯定的反応が5%以上高かつた質問項目

小学校 6年生 全 国 倉吉市 中学校 3年生 全国 倉吉市

普段は、午前 6時 30分までに起きる 35.5 44.2 青義曝.|||1政二畦競する■|‐,|| 160■ 6 1欝

普段 は、 TVゲ ーム は 1時間以内で ある 52.■ 60.5 普段は、TVゲームは 1時間以内である 60.0 65.4

74.3 89.0 1核 一響
76.7

朝食 を家 の人 と一緒 に食べ る 60.7 癬 5■ .ヨ

/ 夕食を家の人と一緒に食べる 80.4 88.[

琴|■ |||‐|1鶯■泉霧ル|‐1瞼
=誠

′ 30:6 |||1畢騨鶴 1轟難1晰 翔 | 26:3

/ |=蓬
'45.■

/ 家で学校の宿題をしている 81.4 89.1

今住んでヽ るヽ1地域の行事11参加している 59,9 8■ 1■ 贄罐

‐
:轡

111

1爾119
Z17:0

/ 授業では、自分の考えを発表する機会が与えられている 74.5 84.0

全国平均と比較して、肯定的反応が5%以上低かつた質問項目

小学校 6年生 全 国 倉吉市 中学校 3年生 全 国 倉吉市

学校に持って行くものを確かめる 85.3 77.0 舞1鰺 20::

難しいことでも失敗をおそれないで挑戦する 72.3 62.■ / /
普段は、 1時間以上家庭学習をする 56.1 50.9 / /
家の手伝いをしている 77.5 7■ .9 / /
家で、学校の授業の予習をしている 35.4 28.4 / /

|=|■
|1301 家で、学校の授業の復習をしている 39.6

新聞やTVのニュースに関心がある 66.1 57.1 海、山等に行つて自然のすばらしさを感 じたことがある 77.2

=
警 48.4 13■10 / /

体 の不 自由な人や お年寄 りを手助 け した ことが ある 41.3 33. 体の不 自由な人や お年寄 りを手助 け した ことが ある 4■ .7

総合的な学習の時間の勉強 は好 きだ 73.6 63.7 5913 4電|

テス トで間違えた問題を後で勉強している 63.1 総合的な学習の時間では、新たなことが発見できる 48.2

網掛けの質問は、全国平均と比較 して、肯定的反応が± ¬0%以上の差が見られたものです。


